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O k9の 唯雄慮熱ネコを甲

ぃス。 エーテル永酔下ιミマ1動物を脳史往

固定装置 [ヽ 固定し、四立体 上丘前端 レベ lレ |ミ

て詳月としk。  月ム切断時には一時的 lヽ 綸頸動
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。 冷脳党3後 ェーテtな酔こ停上し、な酔

の影響 を除くRめ、停上後約 2時間以上入っ

てから実瞼を詳Ⅵ陰しス.1 洋卜 色中の処覧負
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るRめ lミ 、舌ネ甲絡 を両fall助山けした。
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営ぃょ、 D.CIァ しプ (EⅢ C_f,1'′ 1雑 日1本 現J器 )の

,1●
(

|●

０

１
‐…



●

(    7

増絶た
Iλ

頭
'こ

RlI131更 石lξ びII歌訪莉豪あ頻|

友の悧1作ァ:ま :フ |ァ 三ン:ク |ン
|ミ |ン 1・

|ジ _■ :キ t‐― 夕_ァ ,

(458A,1瑕 5ち卜豪塾15D_|、 1主 |う

~1石

1娠 |■戸」
~「

咲|ご く
|

開口させるl史 1子 の1ぁ |ぅ 場べ!at下 預オト:ガ イ‐

都 民っけ Rピ1ン 1と14ぇ:[L_|て J_21C.1■
=_■

■型塾G300三二

東京オニ トメ|― |シ |ョ レ|)|!ミ 連経|lk開 1開 させ
|

‐た 。 |  |  | | | | | |・ | | | ‐ | | | ‐

2)書疑

"1泉

I■_I]lit i:11‐  111‐
程J頭 筋神経■」電気

"1_嶽

:ず るkめ llマ |さ t凋1強 |

夕義}を 侶1預 骨付着_2魁キ1_り _操り
1静

し,相1鵬骨を|タト

玲 な したイ:と 、|ラ

`争

≒雪LIな2P1lIIそ 禎J強 場

'法

中経 tl′掟、誰

tR::そ 14111顕 筋神経お十1で 1方力の中央多レ|

及びイをお孝Pと |ミ |こ |す 13神各1長を切断し:|そ 4
らのモ刀崎中枢喘|:ミ ‰間た1誰

i3mlの 嗜拠叉|リ
ー

ブ型1電場を考彗音lt l、 1、 J_1電気ン1景 IR I対 する稗||

強崩神経のFal‖直IL卜癬定|す|ろ klら、_L叉神終中

131 言こ録さ,麦
●   11‐

1:C150

駆略核lη

^019%NcCl l恩
だと封lλ lし |ス |ガ デス管

薇小電極‐建た0当夕1辱レJIへ |し 1議界をViこ 挽録
|し 171■ 1。 |

，

‐

‐

　

　

　

一

，

‐

　

，

　

一

|   |
|   |

!



●
　
‘

筋電図言こ録 用電夜いては1直
径 200〃m,長 さ約

30 cmの 一対のエナメル薇覆銅線を印しヽ、線の

中り1多p約 l mmの 絶縁を除芝ミじk夕Pかを極 FEl日巨

離約 10 mm尺 て肪中|ヽ 埋めユ んだ。 外■筋よ

り筋電図濡動をさこ蘇:す る|ネ め1‐先ず顎下らpの

友着と矢Jズ芳旬尺切断 し、さらlミ 預舌骨筋■

切貯 して、彗奥濁効)オ トがイ舌効 :舌 骨言

漸を露なさt、 それぞれの筋藤 |ミ 言配衆電極彙

1蓬着 しk. 留ヽ月乃及び狽]ヨ員角ろの例男電図活動の

記録 lょ 、澪乙鴻享晨び筋膜を1除 六し7く 後、日ヨ秘と

装着 して行なっ入。 ■  | ‐

琴負撻巳睦力のうこ録 13、 写贄鳥曇1慣予
'PIヽ

く驚李卜角R型 回車ヘ

武オフンしュメーター(cl-2リー33′ 録』1島 )き 装

着し、回転軸 :ミ と:リ ヮ|す |み違熊替モ 下顎κ□

たして、下歌の動き||マ た|ド て杜|じ る電住要イヒ

とすこ全静 二ヽК筋電凰と|口 1時号こ録 しRt
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舌
1反

射におけ|る |百 瘍鶴blの サ旨標 と|し て、七下

神経を損傷す|ろ 1■ L量ls_な1易 、電わを装着七
ろこと。できち:警 1突1■ 鵬場|の 肪電図縮量りを,す 象
と ,し :RI。

'オ
トデ:イ 1舌 肪い_踊 1電 L士亀助!1ま t_J同猿り襲関節領

|

|:宮
だi局 |′「

'IR通

孵卜|千1スIず [(2%Xy10caine Sol口 ′004耐 )|

丼失|する●:報 1告Iじ :て1'1:|るI_1■ し|か :じ1■騒闘■|

●  :・
E C136                               ')_1

図 ■

●

れ、
|



.1
,|

:

|.
●

|

■ _   
“ ヽ       
・ /0

老p五節の友下Kは 1崚
筋神怒1及 び/111強 甥神経ぶ |

走行 してし)る ので、注入されたな酔秦 |ミ より

関飾よりの茉 1じ
1′主神経のみならずヽ これら両

神経が同■■ヽ 永酔 されろ可官こΨLが ある。 そ

のため前言この価 き顎関飾)pへ のな酔神1注 入実

野たの結果のみで lま 顎関師の受擁卜器が号員舌及身寸

の主なろ乾尽性と決定する !く は十分 ごそしヽ。

本実験lミ おし)て にR堤ず曇闘筍りの驀覚受
な島の関うについて挨封 Tろ ため 民下)こ のユ

実験を行なフた。 十一ム実験では咬序神経

及ず耳4)夕 1頭神経 lミ 薄曽 1う |キ
ない凛注亀ヒ

図2
ながら、下顎骨を頚孝フで七刀断 し関笥堀員を下顎

骨イ本より遊角ヒし入。 臨 しR関飾強を下預

骨体と夫 |ミ 開□ち旬RI回転させるヒ、茎突言

勅 !て 肪電図満動が誘発さ|に たが|(図 2A)、 主角E

しR下 預勇だけと闘1甲 おhヽ回転させても基

突■肪がら1さ 筋電図詭1動 |が 1訳め|ら 軋むがフkl

。 (図 2B)求 氏 十 二 .の
1実 験 |で 1さ t高 償l顆関 等 髪

きか誰窯t後、lヨ 曰組織1下 永‐
m‐
‐凛″ゞ五漏 Lむ

い 葎 |ヽ 嚢 内 K2%Xyゃ
901,,p」

2耐 1を 1注 入 し入 。
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麻酔葉主人後|も 顎 1ヽ及 購||き 行|ら 影智|き 1費 |す ザ
|

、開 口 lミ よ う茎 突 L鶴 ||ヽ 筋 電 図濡動 が誘芥 さ

れた。   ||||||||||||||‐
2ス 上の実験綿呆|は t顎闘師の負思思が顎七

反射 の主 kる 養1覚 豊1容魯ではな■ヽ ことを_示 し
|

‐
て t)う も   | | | | | | | |  |  | | |

主ヽ15_主主∠2=疑弓封『支容吾〔||こ ゼlよ こ`り0さh24)が絶

無した友肪中1狩蔚書曳|な器の顎電:反 射lマ 対す
る関与の右t鬱_1検討野:う _1べ |め 1__顎 ■瑕射|、 )す|

する崚市神経切断し1呆 |を 検東t入1 歯111に

示し:ネ すコく、神栞導tガ陵庁1前l豪撃島|■ i書 崚扇神〕艶1及
1図

3

射尺よるス身す性鶴電J図お場が 1ヽま :ヽ 1基1突 籠鶴:

:ミ lよ 跳
=友

奇√蒔1彙 着用壼回:1発 筋か証あられも。|

1咬筋享申終t刀断マ負|ご臓|)コ |ユ1辱 |スに 1ヽ曰 くり喚ち|ス
|

1猜寺
'ti瑠

[着乃1月乃1竜 1歯 ヽあい 肖ヽ戻[し たtl しか_|し

:日 lallぁ 基奏|■ 1筋いり蓄副図握動べ|す lt]と |ん |ビ
|

安アヒ|が 1訳 めら_lに 1牧 1盆」⊇|べ tl l久 |っ て|、 1崚場中|

ん |ど

関う
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るへめ、片凋llの 狽1頭 筋薫資営t狙 ll豆負骨ィ寸者りよ
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茎突Ъ肪の筋電図 )■ 竜力の破た|を ネな菅寸した。
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値の開日ヽ|ま 約 2た |で1以後由

「L稜 あ籠夫|マ

イ半って噺放電号応直線的 |て 増大した。 約1,

たの開口なで狽1頭角1の 筋放電堰蒙す最高tべ )レ

|ミ 墾Lし 、さらほ闘口厳■増大しても隔放電量

lミ |ま |)と んど茨イしが言ミめ_ら れケ、1つ 、` あらい

1丁桂が|、 激ノンしR。  一方、1茎 奏舌筋の筋次
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なの開回八付血ご養現 し綸め、1人後闘口なの
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管の相室乏費|ミ 矢口も|ス|め |、 闘□1時間こ延長t
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ったが、通 llllt和
||● 墜奏 |ち甥 ビ'ば 3oか以

|ミ も
‐

き手続:す るの1下 rt洋奏し_そ 1伊1頭崩で,ま 短なk5
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闘イこの仏い線維‐ 1_l■il倍 .(平均 112倍 )の

強さで基髪舌蛎 lマ 均】電島澪動|が 生じた(|コ 9

)。  しかし、閉●状態|で 背景電位 の増大の
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従 って筋 中の自己受思 8ち 1ャ で場紡譴 の二次

悴 木、あろし〕13ゴ ルブ膊 1器 営が顎ち反身すの負

慰8と して議 、、てし)る 可台ヨPLが 1強 し)。   両乾

慰器夫 |ミ 埼続的 な筋神 張 医シすして理噛た IPLて゛

あ り
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18)|ょ

、 ILあ 櫻J強 筋 、 礎

月乃中 に 壻男紡 極 ヒ鳥 全 し た (DyOd Orrongement)=ゞ

ルづ縛島官がみFtす ること、
=び

この01預筋

中のゴルジ腱器鷺 lさ 下顎帯筋突起イTttD筋 ―

康陶考行:P It分布し、との麓数ぼ0効男中のかつ
蕉貧支の 3イ善1ス 上でぁるこ報告してし)る 。  こ

の研 先馬果 tタ イ〕l強 筋中のゴ′しジ膊 器留が 額旦

動 ゴズた の検 臓 |ヽ 亀幕 ケ役 ワlこ 果 とて し)3事 [

示,2し ていうといえよう。

3,顎 舌 反 射 の 十 一 ,kボ嘔 憧 神 鷹卜の 設 射 多p住 .

三甦神経「中 1と 露鶏亥のクトイ月1, 選輩勤核 の内側 の

イi置 |て おいで、 }ヤ 駆隣羹亥吻担」笏 こ聾蓄助核え側

端 の間の中脳老追切臓「
lで より、顎舌及身芋ぼ唆妨

の伸列記反身すと同 ,テ lミ 義 夫 し風tl曖ミ角乃のイ申張

反射 が申脳路核 知た と二次 ニュニ ロレとす る

単 しすプス反身キごあるtに |||.す こ |゙ミ 彰従慇

的 にも杜理慇的にも
2,8,15fO,「 2915) 

解明され

ている。
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i t全
体 lさ 後退

|す るL          I
l′ 開 口に よ り誘 1誉|さ :れ RI舌 筋 の筋 電□活動

1 才卜がiイ 舌婦丸 |ぎ要七崩には著萌な嬌1電 歯|
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口ち向 を示すち |||:

1図 2.五商ごし|た FILl野 要起 |と 南占芳尚た回転さ

it tと きの基賽1舌 角万の筋考図活動   ||
AJ遇三證 した関領,実 tlを 平顎骨こ美|lt員 転させ
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:1  図4.左側狽」頭筋尽姑を4all強 骨ィT者 多pょ り判

偽置した時の顎■及|‐TAの 影響。

■   Aメ ヵl為佳前

:  B′ 争1商L後 、筋夕1誰 |マ より ltt fJll基 賽舌筋ら及射

1   1′主助電図活動 が当 欠 しスが、シ†側ぎぼ殉ゎ

:::   ど姜にが rd_ぃ 。

時 号 :図 ■ に 同 ぴノ Rだ し R'LI事 それ ぞ れ

る慣1ノ 左銀1を 示す 。

図5。 筋突起 を下顎骨がら遊島Lし 、下方 |マ 希

ろ|し て4111頭筋 を重視的 |て 伸赤■ ■ときの基奏

舌筋の筋電図)石 動。

OJ相」顕筋仲張によJ誘発さ■る墓賽舌筋の崩
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b′ 0の オ卦ガヽ値   | |'|‐
・          |  |  |    '

図6J嗣 口によ」誘券される茎奏毛埼ろt狽1頭

月勇あ月勇電図i3'力 のしE裏。
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11  図q.イ員1頭 噺ネヤ経 の電気矛」功矢lで よ りきな澤ささに

R基 奥舌肪 の筋電区ぃち動 の半二
筋線維 がらの

言乙録

0リ コ ン ト ロ ー リυ

l   bり 100 HZ′ 0,l msec燿堀1こ の1.54善 の先寝の矛」j景 によ

:.   D誘券 され■■賽書物 の場電図,1動 。

図 10。 中脳路核 への入力を夏≧断 したときの顎

|  モ 及身キ|て
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i  て
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た の模 武 図 はる倶1を 反卑入しス も のて
｀
あ る t

略 1号
: 5ME : Mesencepha■ ic trigemina■  nuc■eus

5MN ; Motor trigem■ na■ nuc■ eus
5PS : Pr■ ncipa■ sensory trigem■na■ nuc■eus
5SN ; Spina■ trigemina■  nuc■ eus

■2MN : HypOg■ ossa■ nuc■ eus
5N ; Trigemina■  nerve
TV , Ventra■  tegmenta■ nuc■ eus
BP ; Brachium pontis
BC ; Brachium conjunctivum

FTG ; Gigantce■■u■ar tegmenta■ fie■d
FTP , Para■ emnisca■ tegmenta■  fie■d
NTB , Nuc■ eus of the trapezoid body
TB : Trapezoid body
PT ; Pyram■ da■ tract
SC , Super■ or co■■icu■us
IC 3 工nferior co■ licu■us
CP 3 Cerebe■ ■ar pedunc■ e
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ABSTRACT

Tongue was ref■ex■y retracted by pass■ ve depress■on of

the mandib■e ■n a decerebrate cate  The purpose of this

study is to c■ arify the mechanisms of this ''Jaw― Tongue

Ref■eX".  E■ectromyographic activities of jaw c■osing

musc■es and of extrinsic tongue musc■ es were recorded

dur■ng this ref■exo  ReSu■ts obta■ned were as fo■ ■ows。

■)The Styloglossa■  and the geniog10SSa■  musc■es were

activated by pass■ve depress■ on of the mandib■ er

whi■ e the hyog■ossa■ musc■ e was not.

2) These tOngue musc■e activities were e■ icited when the

mouth was opened beyond ■0° ′ whi■e activ■ ties of the

masticatory musc■e were induced by on■ y 2。 of opening.

3)The 」aw―tOngue ref■ ex was not affected by neither

masseter nerve SeCtttOn■ ng nor anesthetization of the

temporomandibu■ ar 」oint Capsu■e.    ・

4)Exfo■iation of the tempora■  musc■e from the attachment

r■ ~ tO the tempora■  bone great■y reduced tongue musc■ e

activities at the ]aw― tongue ref■exo  Extension of

the tempora■ musc■e induced by downward stretch of

the ■so■ated corono■d process of the mandib■ e e■ i‐

c■ted the tongue musc■ e activ■ ties。

5)Repetitive e■ ectrica■ stimu■ ation (■ 00Hz′  0。 ■msec)
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of the tempora■  nerve activated tongue musc■ e acti―

v■ ties′ and the thresho■ d Of this activation was

between ■.3 and ■。7 times thresho■ d of the tempora■

nerve。

6)Vibratory stimu■ i app■ied to the mandib■ e at a fre―

quency of ■ess than ■30Hz were a■so effective in

evoking the jaw―tongue ref■ ex′  and most effective

frequency of stimu■ation was 70Hzo  However′  vibratory

frequency more than ■30Hz was ineffective and tongue

musc■e was not activated at a■ ■。  In contrast′  ]aw

c■os■ngIIsc■ e were fo■ ■owed to such high frequency

v■bratory stimu■ i and activated through ton■ c v■b―

ration ref■ ex。

7)Time course of adaptation to sustained mouth opening

was different between tongue musc■e activities and

those of masticatory musc■ e.  The foニ ュller sustained

the■r activ■ties ■onger than the ■atter.

8)The 」aw―tongue ref■ex was diminished by rostrocaud。 ■

section between the mesencepha■ ic trigem■ na■ nuc■eus

and the lnotor trigem■ na■ nucleus.

These resu■ ts ttndicate that receptors of the 」aw―tongue

ref■ex are ma■ n■y ■ocated in the tempora■ Inusc■ eo  They

are not the pr■ mary endings of the musc■ e spind■e but

probab■y be the go■ gi tendon organse  The pr=mary affe―
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